
（別紙３）

〜 2025年 １⽉ 31⽇

（対象者数） 29 （回答者数） 20

〜 2025年 １⽉ 31⽇

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個⼈の成⻑が図れるための評価表を作成していく

2

・教授とともに研修活動を推進していく

3

・発達障害や療育に関する職員研修を充実させていく

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・⼾外で体を動かす活動を計画に⼊れていく

2

・必ず職員が児童につくようにする

3

・定期的な職員会議の開催と議事録・⽇誌等を活⽤し、そ
の⽇の出勤したスタッフ（パート・送迎員も含む）が前⽇
の児童・保護者の状況を把握し、スタッフの⼀員としての
⾃覚をもてるように職員の意識向上を図る

○事業所名 こども⽀援センター⻄条栄町 放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間 2025年 １⽉ 15 ⽇

○保護者評価有効回答数

2025年 １⽉ 15 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年2⽉ 12⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

・インスタやラインがうまく活⽤されていない ・スタッフ間の連携や役割分担が不⼗分であるため

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・スペースが狭い 活発な⼦が多いため

・2階にある ・階段での怪我が懸念されるため

・専⾨的⽀援としてコグトレ療育を⾏っている ・できるだけ多くの児童が参加できるように、難易度の調整
をしている

・栄養や睡眠に関する外部の専⾨アドバイザーの配置や⼤学
と連携して研究活動を推進している

・研修や講演でアウトプットする機会を作っている

・個別⽀援計画の⽴案をスタッフ全員で⾏っており、児童の
状況を全員が把握している

・こどもの情報や⽀援に関するカンファレンスを⾏っている

事業所における⾃⼰評価総括表公表


